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場の量子論の相構造 を調べる上で有力な物理量 として有効ポテ ンシャル がある。有限温

度にお ける有効ポテ ンシャルに、非摂動的な効果 を取 り込む方法の1つ である繰 り込み群

を用いて改善す る処方 を適用 して調 べる。

我 々が 開発 した繰 り込み 群 を用い て改善 す る処方 を0(N)symmetricmassiveφ4

modelお よびsimplemassiveφ4modelに 適用 し、改善 された結果 を用 いて相構造を詳

細 に検討する。

研究方法 ・計算方法

0(N)symmetricmassiveφ4mode1お よびsimplemassiveφ4modelで 具体 的 に実

行 した有 効 ポ テ ンシ ャル の摂 動 計 算 に、我 々 が開発 した繰 り込み 群 に よる改 善処 方 を適 用

す る。得 られ た 改善 され た有 効 ポテ ンシ ャル のfUllstructureと 高温 展 開 に よ る分析 を詳

細 に行 う。 この た めに は 、数 学支 援 シ ステ ム(ソ フ トウェア)で あ るMathematica等 を

利用 した代 数 ・解 析 計 算 な らび に数 値計 算 を行 うこ とも必 要で あ る。

0(N)symmetricmassiveφ4modelお よびsimplemassiveφ4modelに お い て、 具体

的計 算 は ほ ぼ完 了 した 。 いず れ も(1-100pの 計 算 で)2次 の相 転 移 の構造 を もつ こ とが わ

か った。 ただ し、situplemassiveφ4modelで は 、別 の(下 に有 界 でな い)相 も存在 し、

よ り複 雑 で あ る。 ま た、 臨界 指数 も計 算 で き、 「実 験 」 デー タ とも よ く一 致 して い る こ と

が わ か り、 この方 法 の有 効性 が証 明 され た。 解析 的 に計算 で きない 部 分 が一 部 あ り、 現在

そ の計 算 中で あ る(数 値 計 算 が必 要)。
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